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～ 79 歳の男女 81 人が回答。調査方法は個別面接法（福山市での調査も同様）。
実査は 2013 年 10 月～ 11 月に実施。調査員は 5 名。
　　（2）福山市：岡山市での調査と同様の方法で選ばれた福山市 8 地点の中から、やはり
岡山市での調査と同様の方法で選ばれた 20 歳～ 79 歳の男女 80 人が回答。実査
は 2018 年 10 月～ 11 月（女性 40 人）、2019 年 5 月～ 6 月（男性 40 人）の 2 年










によりそれが困難であることが明らかになったことから 2 年間に分け、2018 年に女性 40
人、2019 年に男性 40 人を調査した。調査時期の隔たりをできるだけ小さくし、実質的に
ほぼ同時期 1 回の調査となるよう、2019 年の男性の調査は 5 月～ 6 月に実施した。これ
により調査期間の幅を 7 か月程度におさえた。







　図 1 は母集団と回答者の性別構成比を比較したものである。なお、回答者の年齢は 20
歳～ 79 歳に限定したことから、これと比較する母集団もこの年齢幅の構成比とする。岡
山市は 51 万 1307 人（2012 年の住民台帳による）、福山市は 34 万 5035 人（2018 年の住民
台帳による）である。
　これによると、岡山市の母集団の構成比と回答者の構成比はほぼ同じであることが確認
される。構成比はいずれも男性が約 48%、女性が約 52% であり、女性の方が多少多い。
　福山市についても、母集団の構成比と回答者の構成比はほぼ同じであることが確認され
























　一方福山市は、回答者のうち約 8 割は広島県出身であり、そのうちの 7 割（全体の約 5
～ 6 割）は調査地点である福山市であることが確認される。逆に県外からの転入者は約 2
割いる。





　図 3-2 は回答者の 15 歳（中学卒業）までの最長居住地である。言語形成期をどこで過
ごしたかも、回答者の言葉の地理的背景として重要であることからこれも確認した。言語










を 2 つ設定した。1 つは、広島市と岡山市を比べたときどちらに親しみを感じるかという
心情的な近接性に関する質問である。もう 1 つは、もし買い物に行くとしたら広島市と岡
図 3-1　回答者の出身地


















































　国立国語研究所が全国約 800 地点の生え抜き高年層男性を対象に 1980 年前後に臨地面




























































南東部（岡山市）までの JR 山陽本線・赤穂線沿線の 21 地点を対象に、2002 年から 2003 年




透）の大きな障壁となっている。調査地点や調査方法は異なるが、その約 10 ～ 15 年後の本
調査によると、現在の岡山市・福山市でもこの状況にほとんど変化がないことが確認される。
















　図 6-4・図 6-5 は、岡山市・福山市の結果を属性別（男女別・年齢層別）に分析したも
のである。総数が岡山市 81 人、福山市 80 人にとどまるため、属性別分析は精度が限定的





















































　図 7-4・図 7-5 は属性別（男女別・年齢層別）に分析したものである。使用者率がゼロであ
る「買わざった」の表示は省略した。数値の大きな違いの有無という点から結果を見ていく。


















































































　国立国語研究所が全国 2,400 地点の高年層男性（生え抜き）を対象に 1960 年前後の約
10 年間（昭和 30 年代）に臨地面接法により調査した結果をまとめた『日本言語地図』（全
84
一二〇






















































































































































































































































































































































都 染直也編（2007）『JR 山陽本線・赤穂線 姫路―福山間グロットグラム集』（甲南大学方言研究会）
友定賢治（1993）「岡山県方言の研究（4）　否定表現について」『文教国文学』30
村 上敬一（2005）「兵庫県南西部・岡山県南東部における関西中央部方言の受容―JR 山陽本線・赤穂線沿
線グロットグラム調査から―」陣内正敬・友定賢治編『関西方言の広がりとコミュニケーションの行方』
（和泉書院）
山 部順治（2004）「進行アスペクト辞の文法の話者間変異と言語・方言間変異　岡山方言の資料に基づいて」
『ノートルダム清心女子大学紀要　日本語・日本文学編』28-1
